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ASF のニュースはあまり取り上げられませんが、欧州等での発生は続き、お隣韓国では農場発生

は抑えられているものの、野生イノシシでの感染確認が相次いでいます。南へ徐々に拡がっているよう

にも見えます。 

また、輸入検疫でも検出例は続いており、今後海外との交流が増えてくると予想されますので、リス

クは高まってくると思われます。 

引き続き飼養衛生管理、特に侵入防止対策に万全を期すようお願いします。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２回目の豚熱ワクチン免疫付与状況（抗体保有状況）検査がおおむね終了しました。ご協力

ありがとうございました。 

初回の検査で、想定以上の移行抗体の高さ（初回接種母豚の高抗体価）から 30~40 日齢

での接種では抗体をテイクしていない状況が判明、接種日齢を 50~60 日齢接種への後ろ倒しをお

願いしてきたところですが、今回は抗体保有状況は良くなってきています。 

が、一部に作業または日程の都合上、接種日齢が早めの豚群があり、80%に届かず再接種とい

う事例がありました。まったく抗体が０ということではないのでリスクは軽減されていると考えられますが、

引き続き適齢での接種にご配意をお願いします。 
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要警戒!! アフリカ豚熱(ASF) ～侵入防止対策に万全を！～ 

｢第 3 期長野県食と農業農村振興計画｣進行中～次代へつなぐ、笑顔あふれる信州の食と農業・農村～ 

SDGs(持続可能な開発目標)は､美しく､

誰もが安心して暮らし続けられる社会を

めざし､世界みんなで取組む目標です。 

輸入検疫における今年度 ASF ウイルス検出事例 
（例数は 2018(H30)/10 からの累計） 

動物検疫所 HP より抜粋 

農水省 HP より 

～豚熱（CSF）ワクチン 抗体保有状況検査から～  


